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	AI時代において重要となる教育とは​知識教育から、価値創造力を育む教育への転換  ​〜 事業創造 & 多くの起業家を観察する中から見える風景 〜 
	1. はじめに 

	2. 前提1: 環境変化: そもそも何が変わったのか？​​①:  AIが「知の高速道路」を実現した (但しやる気ある人だけに)​②:  不確実性が高まり、環境変化に適応する能力が重要に（改善ではなく変革）​③:  複数分野が融合し、分析する力よりも越境し組み合わせるor矛盾をすり合わせる力が重要に（多様な分野・文化を擦り合わせる力） 
	 
	 
	3. 前提2:  起業の成否を分ける能力からの示唆​ 
	4. AI時代には育成すべき能力の階層が変わる(より下層に) 
	 
	 
	6. AI時代、「知性」の定義を拡張する必要​　　〜問う力/エネルギーはどこから来るか〜 
	 
	 
	 
	 
	8. 教育の本質は「豊かなワールドモデル」を育むこと 
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